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(In vitro-to-in vivo extrapolation for marine mammal chemical toxicity assessment)
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	U対象化学物質U：
	ポリ塩化ビフェニル（PCBs）、2,3,7,8テトラクロロジベンゾ-p-ダイオキシン（TCDD）、ポリ臭素化ジフェニルエーテル（PBDEs）、ジクロロジフェニルトリクロロエタン（p,p-DDT）とその代謝物（p,p-DDE、p,p-DDD）、および水酸化PCBs（OH-PCBs）を対象とし、これらのリスクを評価した。
	Uタンパク質の測定U：
	スナメリの全血および脂皮に含まれる総タンパク質は、Wessel & Flügge (1984)によるメタノール沈殿法で抽出し、Pierce™ BCAプロテインアッセイキットを用いて測定した。また、培養液に含まれるウシ胎仔血清（Charcoal-Dextran処理済）についても、同様の手法で総タンパク質量を測定した。
	U脂質の測定U：
	16T各試料の脂質含有量はスルホ-ホスホ-バニリン（SPV）法を用いて16T定量した。SPV法は試料中の16T脂質を高温で硫酸処理後、バニリン及びリン酸と反応させることで発色させ、吸光度測定により測定する方法16Tである。貯蔵脂質（トリグリセリド）、中性脂質は、改良したBligh-Dyer法により抽出・分離した。リン脂質は1-ブタノールを使用した極性脂質抽出法により抽出・分離した。分画した中性脂質、貯蔵脂質、リン脂質を16TSPV法により16T定量した。検量線はトリオレイン（貯蔵脂質）、コレステ...
	フリー溶存濃度（Cfree）の推定：
	鯨類組織においてもin vitro細胞バイオアッセイにおいても化学物質のCfreeは、総濃度に比べて数桁低い値を示した。特に TCDDやPCBsは脂質への結合率が90%以上と高く、その結果Cfreeは極めて低値であった。さらに、脂皮におけるCfreeは全血よりも低かった。POPsが脂質に強く結合し、長期間体内に残留する可能性を示唆している。
	特異性の評価とリスク評価：

